
一
劣
分
野
の
歩
み
の
概
要	
 

	
 	
 

分
子
病
理
学
分
野
の
歴
史
は
䣍
一
九
二
一
年
四
月
䣍
新
設
ま
も
な
い
北
海

道
帝
国
大
学
医
学
部
に
勅
令
百
十
九
号
を
以
䣬
て
病
理
学
講
座
が
設
置
さ
れ

た
時
に
始
ま
る
䣎
同
年
五
月
䣍
東
京
慈
恵
会
医
学
専
門
学
校
䥹
現
在
の
東
京

慈
恵
会
医
科
大
学
䥺
教
授
で
あ
䣬
た
今
裕
先
生
䥹
一
八
七
八
年
一
〇
月
一
日

生
䣍
一
九
五
四
年
二
月
五
日
没
䥺
が
北
海
道
帝
国
大
学
教
授
に
任
命
さ
れ
䣍

一
二
月
に
病
理
学
講
座
の
担
任
を
命
ぜ
ら
れ
た
䣎
今
教
授
は
一
九
二
二
年
二

月
䣍
札
幌
に
着
任
䣍
病
理
学
講
座
の
実
質
的
な
活
動
が
始
ま
䣬
た
䣎
同
年
五

月
に
は
䣍
病
理
学
第
二
講
座
が
設
置
さ
れ
た
た
め
䣍
今
教
授
は
第
一
講
座
の

担
当
と
な
り
䣍
一
九
二
六
年
木
下
良
順
教
授
が
就
任
さ
れ
る
ま
で
第
二
講
座

を
兼
担
さ
れ
た
䣎 

	
 

今
教
授
䥹
在
任
一
九
二
一
年
䦅
一
九
三
七
年
䥺
は
䣍
北
海
道
帝
国
大
学
教

授
就
任
時
䣍
四
四
歳
で
あ
䣬
た
が
䣍
日
本
病
理
学
会
の
創
立
に
関
わ
る
な
ど
䣍

す
で
に
令
名
高
く
䣍
病
理
学
会
の
重
鎮
で
あ
䣬
た
䣎
業
績
は
専
門
の
人
体
病

理
解
剖
学
を
中
心
に
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
が
䣍
特
に
有
名
な
の
は
䣓
今
氏

銀
反
応
䣔
で
あ
る
䣎
一
九
三
四
年
に
は
䣓
細
胞
の
銀
反
応
に
関
す
る
研
究
䣔

に
よ
り
䣍
帝
国
学
士
院
賞
を
受
賞
し
て
い
る
䣎
こ
れ
は
北
大
で
初
の
学
士
院

賞
で
あ
䣬
た
䣎
一
九
二
五
年
に
は
第
二
代
医
学
部
長
に
就
任
䣍
創
立
ま
も
な

い
医
学
部
の
基
礎
を
固
め
䣍
後
の
発
展
の
礎
を
築
い
た
䣎
一
九
三
七
年
に
は
䣍

医
学
部
出
身
で
は
初
め
て
の
北
海
道
帝
国
大
学
総
長
䥹
第
四
代
䥺
に
就
任
し
䣍

一
九
四
五
年
ま
で
在
任
䣍
戦
中
か
ら
戦
後
の
困
難
な
時
代
に
北
大
を
導
い
た
䣎

病
理
学
教
科
書
と
し
て
䣓
近
世
病
理
学
総
論
䣔
䣓
近
世
病
理
解
剖
学
䣔
䥹
南

山
堂
䥺
を
出
版
し
た
他
䣍
わ
が
国
初
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
全
集
の
邦
訳
䥹
岩
波

書
店
䥺
を
刊
行
す
る
な
ど
䣍
医
学
教
育
に
も
輝
か
し
い
足
跡
を
残
し
た
䣎
今

教
授
は
北
大
医
学
部
同
窓
を
象
徴
す
る
䣓
フ
ラ
テ
䣔
の
名
づ
け
親
で
あ
り
䣍

䣓
フ
ラ
テ
䣔
の
紋
章
の
考
案
者
で
も
あ
る
䣎 

	
 

一
九
三
七
年
に
は
今
教
授
の
北
大
総
長
就
任
に
伴
䣬
て
䣍
愛
弟
子
で
あ
る

武
田
勝
男
助
教
授
䥹
一
九
〇
一
年
九
月
二
日
生
䣍
一
九
八
一
年
一
〇
月
二
八

日
没
䣍
北
大
一
期
䥺
が
第
二
代
教
授
に
昇
任
し
た
䣎
武
田
教
授
は
一
九
六
五

年
の
定
年
退
官
ま
で
䣍
二
八
年
の
長
き
に
わ
た
䣬
て
教
授
を
務
め
䣍
一
九
五

七
年
か
ら
四
年
間
䣍
医
学
部
長
の
重
責
を
担
䣬
た
䣎
結
核
研
究
所
䥹
現
在
の

遺
伝
子
病
制
御
研
究
所
䥺
䣍
医
学
部
附
属
癌
免
疫
病
理
研
究
施
設
䥹
後
の
医

学
部
附
属
癌
研
究
施
設
䣍
現
在
の
遺
伝
子
病
制
御
研
究
所
䥺
の
設
置
な
ど
䣍

施
設
拡
充
に
も
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
た
䣎
任
期
前
半
の
一
九
四
〇
年
代
は

䣓
結
核
病
変
の
成
立
と
ア
レ
ル
ギ
䤀
䣔
を
主
題
と
し
て
研
究
を
推
進
し
䣍
業

績
を
積
み
重
ね
た
䣎
一
九
五
〇
年
代
に
入
る
と
䣍
研
究
の
方
向
を
䣓
癌
の
免

疫
䣔
に
転
じ
䣍
腫
瘍
特
異
抗
原
の
解
析
を
行
䣬
た
䣎
こ
れ
ら
の
業
績
は
国
内

外
で
高
く
評
価
さ
れ
䣍
武
田
教
授
は
日
本
病
理
学
会
䣍
日
本
癌
学
会
䣍
日
本

ア
レ
ル
ギ
䤀
学
会
の
会
長
を
務
め
た
䣎
教
室
は
梁
山
泊
に
喩
え
ら
れ
䣍
数
多

く
の
俊
秀
が
集
ま
䣬
た
䣎
門
下
生
か
ら
は
一
三
名
の
教
授
が
輩
出
䣍
病
理
学

会
で
一
大
勢
力
を
な
し
た
䣎
武
田
教
授
時
代
に
確
立
さ
れ
た
䣓
免
疫
䣔
と
䣓
癌
䣔

と
い
う
二
つ
の
大
き
な
研
究
テ
䤀
マ
は
䣍
時
代
の
要
請
に
応
じ
て
多
少
か
た

ち
を
変
え
つ
つ
も
䣍
講
座
の
伝
統
と
し
て
脈
々
と
受
け
継
が
れ
䣍
今
日
に
至

䣬
て
い
る
䣎
医
学
生
の
教
育
に
も
傾
力
し
䣍
今
教
授
の
䣓
近
世
病
理
学
総
論
䣔

䣓
近
世
病
理
解
剖
学
䣔
を
改
訂
䣍
䣓
新
病
理
学
総
論
䣔
䣓
新
病
理
学
各
論
䣔

䥹
南
山
堂
䥺
を
著
し
た
䣎
こ
れ
ら
は
䣍
わ
が
国
に
お
け
る
代
表
的
な
病
理
学

教
科
書
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
䣍
版
を
重
ね
た
䣎
北
大
交
響
楽
団
団
長
を
務

め
た
他
䣍
文
筆
家
と
し
て
も
知
ら
れ
䣍
医
学
部
学
友
会
雑
誌
䣓
フ
ラ
テ
䣔
の

創
刊
に
も
尽
力
し
た
䣎 

	
 

武
田
教
授
退
官
後
䣍
講
座
は
第
三
代
相
沢
幹
教
授
䥹
一
九
六
五
年
就
任
䥺
䣍

第
四
代
吉
木
敬
教
授
䥹
一
九
八
八
年
就
任
䥺
䣍
第
五
代
笠
原
正
典
教
授
䥹
二

〇
〇
四
年
就
任
䥺
と
受
け
継
が
れ
䣍
今
日
に
至
䣬
て
い
る
䣎
こ
の
間
䣍
二
〇

〇
〇
年
に
は
䣍
医
学
部
の
大
学
院
重
点
化
に
伴
い
䣍
医
学
部
病
理
学
第
一
講

座
の
名
称
が
消
え
䣍
大
学
院
医
学
研
究
科
病
態
解
析
学
講
座
分
子
病
理
学
分

野
と
な
䣬
た
䣎
二
〇
〇
八
年
に
は
䣍
大
学
院
の
再
編
に
伴
い
䣍
講
座
名
が
創

立
時
の
病
理
学
講
座
に
復
し
た
䣎
現
在
の
正
式
な
名
称
は
大
学
院
医
学
研
究

科
病
理
学
講
座
分
子
病
理
学
分
野
で
あ
る
䣎 

 

二
劣
世
界
へ
の
飛
翔
卓
相
沢
教
授
時
代
协
一
九
六
五
卛
一
九
八
八
年
卐	
 

 	
 
一
九
六
五
年
六
月
一
日
䣍
武
田
教
授
の
後
任
と
し
て
䣍
相
沢
幹
助
教
授
が

教
授
に
昇
任
し
た
䣎
相
沢
教
授
䥹
一
九
二
五
年
二
月
五
日
生
䣍
二
〇
〇
三
年

一
〇
月
三
一
日
没
䣍
北
大
二
三
期
䥺
は
䣍
医
学
部
卒
業
後
䣍
大
学
院
特
別
研

究
学
生
と
し
て
病
理
学
第
一
講
座
に
所
属
䣍
武
田
教
授
の
指
導
を
受
け
た
䣎

チ
䣷
ロ
の
名
手
で
あ
り
䣍
学
生
時
代
は
北
大
交
響
楽
団
の
団
員
と
し
て
活
躍

し
䣍
後
年
䣍
北
大
交
響
楽
団
の
団
長
を
務
め
た
䣎
早
く
か
ら
将
来
を
嘱
望
さ

れ
䣍
一
九
五
二
年
に
二
七
歳
の
若
さ
で
助
教
授
と
な
䣬
て
い
る
䣎
助
教
授
在

任
中
䣍
一
九
五
七
年
か
ら
約
二
年
半
䣍
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
奨
学
生
と
し
て
米
国

ニ
䣻
䤀
ヨ
䤀
ク
市
ス
ロ
䤀
ン
・
ケ
タ
リ
ン
グ
癌
研
究
所
に
留
学
し
䣍
最
先
端

の
移
植
免
疫
学
䣍
腫
瘍
免
疫
学
を
学
ん
で
帰
国
し
た
䣎 

	
 

相
沢
病
理
は
武
田
教
授
門
下
の
菊
地
浩
吉
助
手
䥹
当
時
䣍
医
学
部
附
属
癌

免
疫
研
究
施
設
助
手
䣍
北
大
三
三
期
䥺
を
講
師
に
迎
え
䣍
菊
地
由
生
子
助
手

䥹
北
大
三
三
期
䥺
䣍
板
倉
克
明
助
手
䥹
北
大
三
四
期
䥺
の
陣
容
で
出
発
し
た
䣎

相
沢
教
授
は
教
授
就
任
の
挨
拶
で
䣍
䣓
研
究
は
創
作
芸
術
に
䣍
教
育
は
再
現

芸
術
に
喩
え
る
こ
と
が
で
き
る
䣎
両
者
は
切
り
離
す
こ
と
は
不
可
能
だ
が
䣍

一
個
人
が
創
作
芸
術
家
と
し
て
再
現
芸
術
家
と
し
て
両
立
す
る
こ
と
は
難
し

い
䣎
伝
統
あ
る
教
室
を
受
け
継
い
で
䣍
そ
れ
を
敢
え
て
や
䣬
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
責
任
の
重
大
性
を
強
く
感
ず
る
䣔
と
述
べ
ら
れ
䣍
そ
の
並
々
な
ら
ぬ

決
意
の
程
を
語
䣬
て
い
る
䣎
一
九
六
七
年
に
は
医
学
部
の
新
校
舎
が
落
成
し
䣍

病
理
学
第
一
講
座
は
今
教
授
以
来
の
旧
校
舎
か
ら
現
在
の
中
研
究
棟
四
階
へ

移
転
し
䣍
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
研
究
環
境
が
整
備
さ
れ
た
䣎 

	
 

相
沢
教
授
は
䣍
研
究
の
主
力
を
䣓
癌
の
免
疫
䣔
か
ら
䣍｢

移
植
と
主
要
組
織

適
合
抗
原｣

へ
と
転
じ
䣍
当
時
勃
興
し
つ
つ
あ
䣬
た
免
疫
遺
伝
学
の
概
念
と
手

法
を
導
入
し
て
研
究
を
展
開
し
た
䣎
ラ
䣹
ト
の
主
要
組
織
適
合
抗
原
で
あ
る

Ｒ
抗
原
シ
ス
テ
ム
䥹
今
日
のR

T1

シ
ス
テ
ム
䥺
の
解
析
を
精
力
的
に
進
め
る

と
と
も
に
䣍
近
交
系
ラ
䣹
ト
を
用
い
た
実
験
的
腎
臓
移
植
䣍
肝
臓
移
植
䣍
心

臓
移
植
モ
デ
ル
を
開
発
し
䣍
臓
器
生
着
と
Ｒ
抗
原
と
の
関
係
䣍
移
植
片
対
宿

主
反
応
の
病
理
を
詳
細
に
解
析
し
た
䣎
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
䣍
第
一
回
日

本
移
植
学
会
䥹
一
九
六
五
年
䥺
に
お
け
る
特
別
講
演
䣓Studies on a 

histocom
patibility hem

agglutinogen, R
-factor, of the rat

䣔
並
び
に
第
六

二
回
日
本
病
理
学
会
䥹
一
九
七
三
年
䥺
に
お
け
る
宿
題
報
告
䣓
移
植
と
移
植

免
疫
䣔
と
し
て
集
大
成
さ
れ
て
い
る
䣎
こ
の
間
䣍
教
室
で
は
䣍
菊
地
浩
吉
講

師
が
相
沢
病
理
初
代
の
助
教
授
に
昇
任
し
䥹
一
九
六
九
年
䥺
䣍
菊
地
由
生
子

助
手
が
結
核
研
究
所
病
理
部
門
の
助
手
と
し
て
転
出
䥹
一
九
七
〇
年
䥺
䣍
中

村
恭
二
助
手
䥹
北
大
三
九
期
䥺
が
加
わ
䣬
た
䥹
一
九
六
九
年
䥺
䣎
一
九
七
一

年
に
は
䣍
菊
地
助
教
授
が
武
田
教
授
門
下
の
新
保
幸
太
郎
教
授
䥹
北
大
八
期
䥺

が
創
設
さ
れ
た
札
幌
医
科
大
学
病
理
学
第
一
講
座
の
教
授
と
し
て
転
出
さ
れ
䣍

相
沢
病
理
初
の
教
授
誕
生
と
な
䣬
た
䣎
同
年
一
〇
月
に
は
相
沢
教
授
を
会
長

と
し
て
第
七
回
日
本
移
植
学
会
総
会
が
開
催
さ
れ
た
䣎 

	
 

一
九
七
〇
年
代
に
入
る
と
䣍
主
要
組
織
適
合
抗
原
が
移
植
の
成
否
の
み
な

ら
ず
䣍
個
体
の
免
疫
応
答
を
も
支
配
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
䣬
て
き

た
䣎
こ
れ
に
伴
い
䣍
教
室
の
研
究
の
重
点
は
次
第
に
主
要
組
織
適
合
遺
伝
子

複
合
体 

䥹M
ajor H

istocom
patibility C

om
plex: M

H
C

䥺
の
免
疫
応
答
䣍
疾

患
感
受
性
に
お
け
る
役
割
の
解
明
へ
と
移
䣬
て
い
䣬
た
䣎
一
九
七
二
年
に
は
䣍

米
国
ス
ロ
䤀
ン
・
ケ
タ
リ
ン
グ
癌
研
究
所
の Edw

ard B
oyse 

教
授
の
も
と

で
本
格
的
に
免
疫
遺
伝
学
を
研
究
し
て
い
た
板
倉
助
手
が
帰
国
䣍
相
沢
病
理

二
代
目
の
助
教
授
に
就
任
し
た
䣎
こ
の
頃
か
ら
䣍
従
来
の
ラ
䣹
トM

H
C

の

他
に
䣍
ヒ
ト
のM

H
C

で
あ
るH

LA

が
研
究
対
象
に
加
わ
り
䣍
以
後
䣍
相
沢

教
授
退
官
ま
で
ラ
䣹
ト
と
ヒ
ト
のM

H
C

研
究
が
車
の
両
輪
の
ご
と
く
並
行

し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
䣬
た
䣎
相
沢
教
授
は
䣍
文
部
省
特
定
研
究
䣓
組

織
適
合
抗
原
の
免
疫
遺
伝
学
的
研
究
䣔
䥹
一
九
七
三
䣍
一
九
七
五
年
䥺
䣍
䣓
組

織
適
合
抗
原
の
免
疫
学
的
研
究
䣔
䥹
一
九
七
六
䣍
一
九
七
七
年
䥺
を
組
織
し

て
䣍
こ
の
方
面
の
研
究
を
牽
引
し
た
䣎
こ
の
時
期
の
代
表
的
な
研
究
成
果
と

し
て
は
䣍
日
本
人
に
特
有
な

H
LA

抗
原
型
䥹
サ
䣹
ポ
ロ
一
番 Sa1

䥺
の
発

見
䣍
ベ
䤀
チ
䣷
䣹
ト
病
と

H
LA

-B
51

と
の
相
関
の
発
見
䣍
遺
伝
性
脊
髄
小

脳
変
性
症
遺
伝
子
と

H
LA

と
の
連
鎖
の
発
見
䣍
ラ
䣹
ト
に
お
け
る
免
疫
応

答
遺
伝
子
の
解
析
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
䣎
疾
患
と

H
LA

の
相
関
に
関
す
る

研
究
は
䣍
臨
床
各
科
と
の
活
発
な
共
同
研
究
に
繋
が
り
䣍
ベ
䤀
チ
䣷
䣹
ト
病

に
続
い
て
䣍V

ogt ‐

小
柳‐

原
田
病
䣍
高
安
病
䣍
Ｉ
型
糖
尿
病
䣍
バ
䤀
ジ
䣺
䤀
病



を
始
め
と
す
る
各
種
疾
患
の
発
症
に
関
わ
る
遺
伝
学
的
要
因
の
解
明
へ
と
発

展
し
た
䣎
一
九
七
三
年
六
月
に
は
䣍
組
織
適
合
性
研
究
会
䥹
現
在
の
日
本
組

織
適
合
性
学
会
䥺
の
第
一
回
例
会
が
䣍
相
沢
教
授
を
世
話
人
と
し
て
開
催
さ

れ
た
䣎
一
九
七
四
年
に
は
䣍
板
倉
助
教
授
が
旭
川
医
科
大
学
病
理
学
第
二
講

座
の
教
授
に
就
任
䣍
菊
地
教
授
に
引
き
続
い
て
の
教
授
誕
生
を
祝
䣬
た
䣎
一

九
七
七
年
一
一
月
に
は
䣍
相
沢
䣍
菊
地
䣍
板
倉
の
同
門
三
教
授
が
世
話
人
と

な
䣬
て
䣍
第
七
回
日
本
免
疫
学
会
総
会
を
札
幌
で
開
催
䣍
盛
会
裏
に
終
了
し

た
䣎
ま
た
䣍
同
年
九
月
に
相
沢
教
授
は
北
海
道
医
学
会
賞
を
受
賞
し
た
䣎
教

室
人
事
で
は
䣍
板
倉
助
教
授
の
後
任
と
し
て
䣍
一
九
七
四
年
に
中
村
助
手
が

助
教
授
に
昇
任
し
䣍
結
核
研
究
所
病
理
部
門
の
菊
地
由
生
子
助
手
が
講
師
と

な
䣬
た
䣎
七
〇
年
代
に
は
䣍
名
取
孝
䥹
北
大
四
四
期
䣍
一
九
七
二
年
着
任
䥺
䣍

神
田
誠
䥹
北
大
四
五
期
䣍
一
九
七
四
年
着
任
䥺
䣍
小
室
勝
利
䥹
北
大
四
四
期
䣍

一
九
七
五
年
着
任
䥺
䣍
脇
坂
明
美
䥹
北
大
四
九
期
䣍
一
九
七
八
年
着
任
䥺
の

諸
氏
が
次
々
と
助
手
の
職
に
就
い
た
䣎	
 

 

	
 

一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
䣍
教
室
のM

H
C

研
究
は
国
内
外
で
高
く
評
価

さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
䣍
一
九
八
〇
年
䣍
相
沢
教
授
は
䣓
日
本
人
の

H
LA

抗
原
の
研
究
䣔
に
よ
り
日
本
医
師
会
医
学
賞
を
䣍
ま
た
ロ
サ
ン
ジ
䣷
ル
ス
で

開
催
さ
れ
た
第
八
回
国
際

H
LA

ワ
䤀
ク
シ
䣼
䣹
プ
に
お
い
て B

est 
R

eproducibility A
w

ard

を
授
与
さ
れ
た
䣎
八
〇
年
代
前
半
は
モ
ノ
ク
ロ
ナ

ル
抗
体
を
用
い
たM

H
C

分
子
䣍
特
に
ク
ラ
ス
Ⅱ
分
子
の
血
清
学
的
・
免
疫

化
学
的
解
析
が
隆
盛
を
極
め
た
䣎
研
究
はH

LA

グ
ル
䤀
プ
と
ラ
䣹
トM

H
C

グ
ル
䤀
プ
に
分
か
れ
て
推
進
さ
れ
䣍
前
者
は
脇
坂
助
手
䣍
後
者
は
名
取
助
手

が
直
接
指
導
に
当
た
䣬
た
䣎
ヒ
ト
お
よ
び
ラ
䣹
ト
で
複
数
の
ク
ラ
ス
Ⅱ
分
子

が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
䣍M

H
C

ク
ラ
ス
Ⅱ
領
域
の
遺
伝
的
構

築
が
解
明
さ
れ
た
䣎
一
九
八
六
年
に
は
䣍
相
沢
教
授
が
会
長
と
な
䣬
て
䣍
第

三
回
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
組
織
適
合
性
ワ
䤀
ク
シ
䣼
䣹
プ
が
札
幌
で
開
催

さ
れ
た
䣎
こ
こ
で
は
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
に
お
け
る

H
LA

抗
原
型

の
分
布
が
初
め
て
体
系
的
に
解
析
さ
れ
䣍
民
族
の
近
縁
関
係
や
移
動
な
ど
に

関
し
て
重
要
な
新
知
見
が
得
ら
れ
た
䣎
そ
の
内
容
は
䣍HLA

 in A
sia-O

ceania 
1986

䥹H
okkaido U

niversity Press, 1986

䥺
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
䣎 

	
 

一
九
八
〇
年
代
後
半
に
入
る
と
遺
伝
子
工
学
の
手
法
が
導
入
さ
れ
䣍M

H
C

の
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
の
解
析
が
大
い
に
進
展
し
䣍
疾
患
と
の
相
関
も
遺
伝
子

レ
ベ
ル
で
調
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
䣬
た
䣎
こ
れ
ら
の
成
果
は
䣍
多
数
の
原
著

論
文
と
し
て
発
表
さ
れ
た
他
䣍H

LA
 1991

䥹O
xford U

niversity Press, 
1991

䥺
䣍M

ajor histocom
patibility com

plex of the rat, Rattus norvegicus 
− Its structure and function (H

okkaido U
niversity M

edical Library 
Series V

ol. 21, 1988) 

と
し
て
集
大
成
さ
れ
た
䣎
八
〇
年
代
後
半
に
は
䣍
何

年
も
の
歳
月
を
か
け
て
作
製
さ
れ
たM

H
C

コ
ン
ジ
䣷
ニ
䣹
ク
・
ラ
䣹
ト
が

樹
立
さ
れ
䣍
臓
器
移
植
研
究
䣍
免
疫
研
究
に
必
須
の
バ
イ
オ
リ
ソ
䤀
ス
と
し

て
医
学
研
究
に
貴
重
な
貢
献
を
す
る
こ
と
に
な
䣬
た
䣎
ま
た
䣍
こ
の
間
䣍
相

沢
教
授
は
教
室
伝
統
の
病
理
学
教
科
書
で
あ
る
䣓
新
病
理
学
総
論
䣔
䣓
新
病

理
学
各
論
䣔
の
改
定
に
意
を
注
ぎ
䣍
相
沢
幹
・
菊
地
浩
吉
䥹
編
䥺
と
し
て
䣍

一
九
八
五
年
に
は
䣓
新
病
理
学
各
論	
 

第
一
〇
版
䣔
を
䣍
一
九
八
七
年
に
は

䣓
新
病
理
学
総
論	
 

第
一
四
版
䣔
を
世
に
送
䣬
た
䣎
こ
れ
ら
は
好
評
を
博
し
䣍

全
国
の
医
学
生
広
く
に
読
ま
れ
た
䣎
一
九
八
〇
年
代
の
教
室
ス
タ
䣹
フ
は
䣍

相
沢
教
授
の
他
䣍
中
村
助
教
授
䣍
菊
地
由
生
子
講
師
䣍
名
取
助
手
䣍
脇
坂
助

手
で
あ
り
䣍
相
沢
教
授
退
官
ま
で
異
動
は
な
か
䣬
た
䣎 

	
 

相
沢
教
授
の
在
任
中
に
䣍
大
学
院
生
あ
る
い
は
研
究
生
と
し
て
薫
陶
を
受

け
た
も
の
は
䣍
一
〇
一
名
に
達
す
る
䣎
平
均
す
る
と
䣍
毎
年
四
人
超
の
新
人

を
迎
え
た
こ
と
に
な
る
䣎
相
沢
教
授
の
教
育
方
針
は
䣍
教
育Erziehung

と

い
う
言
葉
の
本
来
の
意
味
䥹
才
能
を
引
き
出
す

erziehen

䥺
を
ま
さ
に
具
現

す
る
も
の
で
あ
䣬
た
䣎
こ
れ
に
関
し
て
は
䣍
菊
地
浩
吉
教
授
が
第
一
病
理
の

同
門
会
誌
で
あ
る 

䣓
モ
ン
パ
ト
䣔
の
第
八
号
䥹
相
沢	
 

幹
名
誉
教
授
追
悼
号
䥺

で
次
の
よ
う
に
述
懐
さ
れ
て
い
る
䣎
䣓
相
沢
先
生
の
弟
子
の
指
導
は
䣍
決
し

て
ひ
と
り
ひ
と
り
の
鼻
面
を
引
䣬
張
䣬
て
教
育
す
る
と
い
う
や
り
方
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
䣎
た
と
え
て
み
れ
ば
太
陽
の
燦
々
と
輝
く
広
々
と
し
た
牧

場
に
放
牧
す
る
よ
う
な
感
じ
で
し
た
䣎
相
沢
先
生
は
せ
䣬
せ
と
牧
草
を
作
り
䣍

柵
を
作
䣬
て
居
ら
れ
た
䣎
し
ば
し
ば
柵
を
越
え
る
悍
馬
が
い
て
も
䣍
相
沢
先

生
は
黙
䣬
て
そ
の
外
に
柵
を
作
䣬
て
弟
子
が
崖
か
ら
落
ち
な
い
よ
う
に
し
て

居
ら
れ
た
䣎
そ
の
中
で
私
た
ち
は
切
磋
琢
磨
し
て
育
䣬
た
と
思
い
ま
す
䣎
䣔 

	
 
相
沢
教
授
門
下
生
の
三
分
の
二
は
臨
床
に
進
み
䣍
残
り
三
分
の
一
が
教

育
・
研
究
職
あ
る
い
は
病
理
医
職
に
就
い
て
い
る
䣎
教
授
職
に
就
い
た
者
は
䣍

吉
木
敬
䥹
北
大
分
子
病
理
学
䥺
䣍
安
田
慶
秀
䥹
北
大
循
環
器
外
科
学
䥺
䣍
池

田
久
実
䥹
旭
川
医
科
大
学
臨
床
検
査
医
学
䥺
䣍
加
藤
紘
之
䥹
北
大
腫
瘍
外
科

学
䥺
䣍
中
山
睿
一
䥹
岡
山
大
学
免
疫
学
䥺
䣍
多
田
伸
彦
䥹
東
海
大
学
保
健
学

科
䥺
䣍
木
村
昭
治
䥹
旭
川
医
科
大
学
看
護
学
科
䥺
䣍
富
野
康
日
己
䥹
順
天
堂

大
学
腎
臓
内
科
学
䥺
䣍
小
池
隆
夫
䥹
北
大
免
疫
・
代
謝
内
科
学
䥺
䣍
小
林
清

一
䥹
北
大
保
健
科
学
研
究
院
䥺
䣍
友
成
久
平
䥹
福
井
医
科
大
学
免
疫
学
・
寄

生
虫
学
䥺
䣍
立
野
正
敏
䥹
旭
川
医
科
大
学
免
疫
病
理
学
䥺
䣍
石
田
康
生
䥹
帝

京
大
学
臨
床
病
理
学
䥺
䣍
石
倉
浩
䥹
千
葉
大
学
病
態
病
理
学
䥺
䣍
小
笠
原
一

誠
䥹
滋
賀
医
科
大
学
疾
患
制
御
病
理
学
䥺
䣍
笠
原
正
典
䥹
北
大
分
子
病
理
学
䥺
䣍

小
島
寛
䥹
福
岡
歯
科
大
学
障
害
者
歯
科
学
䥺
䣍
松
野
吉
宏
䥹
北
大
病
院
病
理

部
䥺
で
あ
り
䣍
一
七
名
を
数
え
る
䣎
研
究
所
の
所
長
䣍
部
長
あ
る
い
は
そ
れ

に
準
じ
る
職
に
就
い
た
の
は
䣍
石
山
紘
䥹
国
立
予
研
䥺
䣍
小
室
勝
利
䥹
国
立

予
研
䥺
䣍
矢
倉
英
隆
䥹
都
立
神
経
研
䥺
䣍
脇
坂
明
美
䥹
日
赤
血
漿
分
画
セ
ン

タ
䤀
䥺
䣍
丸
山
直
記
䥹
都
立
老
人
研
䥺
䣍
水
野
一
也
䥹
都
立
神
経
研
䥺
の
諸

氏
で
あ
る
䣎
ま
た
䣍
病
理
医
䣍
病
理
科
長
・
部
長
と
し
て
一
家
を
な
し
た
者

は
中
村
恭
二
䥹
都
立
府
中
病
院
䥺
䣍
佐
藤
英
俊
䥹
市
立
札
幌
病
院
䥺
䣍
神
田

誠
䥹
市
立
旭
川
病
院
䥺
䣍
佐
藤
富
士
夫
䥹
勤
医
協
中
央
病
院
䥺
䣍
仲
綾
子
䥹
勤

医
協
中
央
病
院
䥺
䣍
手
島
伸
一
䥹
同
愛
記
念
病
院
䥺
䣍
岩
淵
啓
一
䥹
北
里
大

学
䥺
䣍
中
井
祐
子
䥹
勤
医
協
中
央
病
院
䥺
䣍
武
内
利
直
䥹
市
立
札
幌
病
院
䥺
䣍

池
田
仁
䥹
函
館
中
央
病
院
䥺
䣍
深
沢
雄
一
郎
䥹K

K
R

札
幌
医
療
セ
ン
タ
䤀
䥺
䣍

近
藤
信
夫
䥹
ジ
䣷
ネ
テ
䣵
䣹
ク
ラ
ボ
䥺
䣍
角
田
幸
雄
䥹
横
浜
労
災
病
院
䥺
䣍

藤
井
博
昭
䥹
上
尾
中
央
臨
床
検
査
研
究
所
䥺
䣍
高
田
明
生
䥹
市
立
旭
川
病
院
䥺

の
諸
氏
で
あ
る
䣎 

	
 

相
沢
教
授
の
在
任
期
間
は
医
療
と
し
て
の
病
理
学
が
め
ざ
ま
し
い
進
展
を

遂
げ
た
時
期
で
も
あ
䣬
た
䣎
一
九
七
八
年
に
は
日
本
病
理
学
会
認
定
病
理
医

制
度
が
導
入
さ
れ
䣍
一
九
八
三
年
に
は
第
一
回
目
の
認
定
病
理
医
試
験
が
行

わ
れ
た
䣎
相
沢
教
授
就
任
時
に
は
年
間
二
五
三
体
あ
䣬
た
剖
検
は
徐
々
に
数

を
減
じ
䣍
退
官
時
に
は
一
一
三
体
と
な
䣬
た
䣎
一
方
䣍
市
中
病
院
か
ら
の
依

頼
に
よ
る
手
術
材
料
䣍
生
検
材
料
等
の
病
理
組
織
検
査
数
䥹
受
託
研
究
䥺
は

増
加
し
䣍
最
盛
時
の
一
九
八
二
年
に
は
七
䣍
八
七
二
件
に
達
し
た
䣎
病
理
解

剖
䣍
標
本
作
製
業
務
䣍
標
本
管
理
事
務
は
䣍
咄
下
由
紀
子
技
官
䣍
中
島
史
郎

技
官
を
は
じ
め
䣍
多
く
の
方
々
の
支
援
を
得
て
行
わ
れ
た
䣎 

	
 

相
沢
教
授
は
䣍
一
九
七
二
年
か
ら
一
九
八
三
年
ま
で
医
学
部
附
属
動
物
実

験
施
設
の
施
設
長
を
兼
務
し
た
他
䣍
学
園
紛
争
の
た
め
大
学
が
荒
廃
し
た
時

期
䥹
一
九
七
〇
䦅
一
九
七
一
年
䥺
に
䣍
時
の
医
学
部
長
で
あ
䣬
た
高
桑
栄
松

教
授
に
乞
わ
れ
て
䣍
医
学
部
教
務
主
任
を
務
め
た
䣎
一
九
七
四
䦅
一
九
七
五

年
に
は
北
海
道
大
学
学
生
部
長
を
務
め
䣍
一
九
八
三
年
七
月
に
は
䣍
医
学
部

長
・
医
学
研
究
科
長
に
就
任
し
た
䣎
学
部
長
在
任
時
に
は
䣍
臨
床
検
査
医
学
・

形
成
外
科
学
講
座
の
増
設
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
䣍
第
一
回
イ
チ
䣺
ル
パ
を

挙
行
䣍
ア
イ
ヌ
人
骨
問
題
の
解
決
に
力
を
尽
く
し
た
䣎
ハ
ル
ピ
ン
医
科
大
学

と
の
学
術
交
流
協
定
締
結
に
も
尽
力
し
た
䣎 

	
 

一
九
八
八
年
三
月
䣍
相
沢
教
授
は
定
年
退
官
䣍
同
年
五
月
に
は
䣍
会
長
と

し
て
札
幌
の
地
で
第
七
七
回
日
本
病
理
学
会
総
会
を
開
催
し
た
䣎
退
官
後
は
䣍

北
海
道
組
織
病
理
学
セ
ン
タ
䤀
会
長
䣍
北
海
道
公
安
委
員
会
公
安
委
員
䥹
の

ち
公
安
委
員
長
䥺
を
歴
任
し
䣍
北
海
道
科
学
技
術
賞
䥹
一
九
八
八
年
䥺
䣍
勲

二
等
瑞
宝
章
䥹
二
〇
〇
二
年
䥺
の
栄
誉
に
輝
い
た
䣎 

 

三
劣
病
因
解
明
の
分
子
戦
略
卓
吉
木
教
授
時
代
协
一
九
八
八
卛
二
〇
〇

四
年
卐	
 

 

第
四
代
吉
木
敬
教
授
䥹
北
大
四
一
期
䥺
は
医
学
部
卒
業
後
䣍
第
一
病
理
で

大
学
院
博
士
課
程
を
修
了
し
一
九
七
〇
年
に
医
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
た
䣎

そ
の
後
䣍
市
立
札
幌
病
院
病
理
医
と
し
て
勤
務
䣍
一
九
七
一
年
か
ら
一
九
七

四
年
ま
で
䣍
米
国
ニ
䣻
䤀
ヨ
䤀
ク
コ
䤀
ネ
ル
大
学
医
学
部
病
理
リ
サ
䤀
チ
フ

䣷
ロ
䤀
及
び
コ
䤀
ネ
ル
大
学
付
属H

ospital for Special Surgery

研
究
所
免

疫
病
理
䥹R

obert C
. M

ellors

教
授
䥺
の
客
員
研
究
員
・
講
師
と
し
て
マ
ウ

ス
の
内
在
性
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
抗
原
が
関
与
す
る
自
己
免
疫
疾
患
の
研
究
に

従
事
し
た
䣎
帰
国
後
は
再
び
市
立
札
幌
病
院
病
理
に
お
い
て
䣍
自
己
免
疫
疾



患
や
移
植
免
疫
に
関
わ
る
研
究
を
継
続
䣍
基
礎
研
究
と
外
科
病
理
双
方
に
お

い
て
実
績
を
挙
げ
て
い
た
と
こ
ろ
に
相
沢
教
授
退
官
後
の
新
教
授
と
し
て
白

羽
の
矢
が
立
䣬
た
䣎
常
職
と
し
て
大
学
等
医
育
機
関
で
の
教
育
歴
が
な
い
教

授
の
就
任
は
誠
に
異
例
な
こ
と
で
あ
䣬
た
䣎 

吉
木
教
授
は
一
九
八
八
年
十
二
月
十
六
日
に
着
任
䣍
吉
木
病
理
は
中
村
恭

二
助
教
授
䣍
菊
地
由
生
子
講
師
䣍
脇
坂
明
美
助
手
と
の
ス
タ
䣹
フ
四
名
体
制

で
ス
タ
䤀
ト
し
た
䣎
年
が
明
け
て
一
九
八
九
年
は
䣍
程
な
く
し
て
平
成
と
改

元
さ
れ
䣍
病
理
学
第
一
講
座
は
文
字
通
り
新
時
代
を
歩
む
こ
と
と
な
䣬
た
䣎

こ
の
年
䣍
菊
地
講
師
が
札
幌
市
衛
生
研
究
所
副
所
長
と
し
て
転
出
し
䣍
脇
坂

助
手
が
講
師
に
昇
任
䣍
石
倉
浩
助
手
と
中
瀬
健
一
技
官
が
加
わ
䣬
た
䣎
続
い

て
翌
一
九
九
〇
年
に
は
中
村
助
教
授
が
東
京
都
立
府
中
病
院
検
査
科
長
に
転

出
し
脇
坂
講
師
が
助
教
授
に
昇
任
䣍
さ
ら
に
翌
年
に
池
田
仁
助
手
䥹
金
沢
医

大
卒
䥺
が
加
わ
り
䣍
吉
木
病
理
が
本
格
的
に
動
き
始
め
た
䣎 

研
究
プ
ロ
ジ
䣷
ク
ト
の
二
本
柱
は
䣍
一
つ
は
吉
木
教
授
の
コ
䤀
ネ
ル
大
学

留
学
時
代
に
始
ま
り
䣍
前
任
の
市
立
札
幌
病
院
で
も
継
続
し
て
研
究
を
続
け

ら
れ
た
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
関
連
疾
患
の
病
因
解
明
䣍
も
う
一
つ
が
第
二
外
科

と
の
共
同
研
究
と
し
て
行
わ
れ
た
膵
癌
を
始
め
と
す
る
難
治
性
固
形
癌
の
研

究
で
あ
䣬
た
䣎 

レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
研
究
で
は
䣍
ヒ
ト
成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
の
原
因
ウ
イ
ル

ス
で
あ
るH

TLV
-1

を
持
続
感
染
さ
せ
たW

K
A

H

ラ
䣹
ト
が
後
肢
麻
痺
を

起
こ
し
䣍H

TLV
-1

脊
髄
症
䥹H

A
M

/TSP

䥺
の
良
い
モ
デ
ル
動
物
と
な
る
こ

と
を
世
界
に
先
駆
け
て
報
告
し
た
䣎
こ
の
モ
デ
ル
で
は
䣍H

TLV
-1

感
染
が

脊
髄
病
変
に
起
こ
す
変
化
に
つ
い
て
解
析
さ
れ
䣍
感
染
に
際
し
てIFN

-γ

の

産
生
増
加
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
脊
髄
症
発
症
の
感
受
性
を
規
定
す
る
因
子

で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
䣎 

H
TLV

-1

遺
伝
子
が
関
与
す
る
疾
患
群
の
病
因
解
明
を
目
的
と
し
て
䣍
三

種
類
のH

TLV
-1

遺
伝
子
導
入
ラ
䣹
ト
が
作
製
さ
れ
た
が
䣍
そ
の
一
つ
で
あ

るH
2

プ
ロ
モ
䤀
タ
䤀
制
御
下
にH

TLV
-1

のpX

遺
伝
子
を
発
現
す
る
モ
デ

ル
は
䣍
日
本
初
の
遺
伝
子
導
入
ラ
䣹
ト
で
あ
䣬
た
䣎
こ
の
モ
デ
ル
で
は
乳
癌

の
発
生
を
認
め
䣍H

TLV
-1

に
よ
る
上
皮
性
悪
性
腫
瘍
の
発
生
を
示
す
画
期

的
な
仕
事
と
な
䣬
た
䣎
ま
た
䣍LTR

を
プ
ロ
モ
䤀
タ
䤀
と
し
てenv-pX

遺

伝
子
を
導
入
し
た
ラ
䣹
ト
は
䣍
壊
死
性
血
管
炎
䣍
関
節
炎
を
は
じ
め
と
す
る

多
彩
な
自
己
免
疫
疾
患
を
発
症
し
䣍
導
入
遺
伝
子
に
関
連
し
て
胸
腺
に
お
け

る
Ｔ
細
胞
選
択
の
過
程
に
異
常
を
来
し
て
お
り
䣍
制
御
性
Ｔ
細
胞
に
機
能
障

害
と
関
連
遺
伝
子
発
現
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
た
䣎
こ
の
ラ
䣹
ト
は
䣍

H
TLV

-1

感
染
に
お
け
る
自
己
免
疫
疾
患
の
発
症
機
構
の
解
明
に
繋
が
る
モ

デ
ル
と
な
䣬
た
䣎
三
つ
目
の
モ
デ
ル
と
な
るlck

プ
ロ
モ
䤀
タ
䤀
を
導
入
し

た
ラ
䣹
ト
で
は
䣍
上
皮
型
胸
腺
腫
が
発
生
し
た
䣎
胸
腺
腫
の
起
源
が
骨
髄
細

胞
由
来
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
䣍
胸
腺
髄
質
上
皮
の
起
源
に
つ
い
て
一
石
を

投
じ
る
こ
と
と
な
䣬
た
䣎
こ
の
胸
腺
腫
は
異
所
へ
の
移
植
で
悪
性
形
質
を
示

す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
䣍H

TLV
-1

に
よ
る
腫
瘍
の
悪
性
化
機
構
を
検
討

す
る
モ
デ
ル
と
も
な
䣬
た
䣎
さ
ら
に
䣍
こ
の
モ
デ
ル
と
他
系
統
ラ
䣹
ト
と
の

交
配
種
で
は
胸
腺
萎
縮
が
観
察
さ
れ
䣍
こ
の
解
析
か
ら
新
た
な
細
胞
群
と
し

てC
D

4/C
D

8 double positive

単
球
が
見
出
さ
れ
た
䣎H

TLV
-1

感
染
及
び

遺
伝
子
導
入
ラ
䣹
ト
モ
デ
ル
の
研
究
は
腫
瘍
発
生
と
免
疫
異
常
と
い
䣬
た
多

彩
な
表
現
型
を
示
すH

TLV
-1

関
連
疾
患
の
病
態
の
全
容
解
明
を
試
み
た
も

の
で
䣍
一
連
の
研
究
は
䣍
成
果
が
予
測
を
越
え
て
拡
が
䣬
て
い
く
と
い
う
䣍

研
究
の
面
白
さ
と
喜
び
を
具
現
化
す
る
も
の
で
あ
䣬
た
䣎
ま
た
䣍
レ
ト
ロ
ウ

イ
ル
ス
研
究
の
一
環
と
し
て
䣍
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
に
存
在
す
る
内
在
性
レ
ト
ロ
ウ

イ
ル
ス
が
何
ら
か
の
疾
患
に
関
与
す
る
可
能
性
を
追
求
す
る
た
め
䣍
そ
の
同

定
と
検
出
䣍
遺
伝
子
導
入
ラ
䣹
ト
の
作
製
䣍
解
析
が
進
め
ら
れ
た
䣎
こ
れ
は

先
見
的
か
つ
挑
戦
的
な
研
究
課
題
へ
の
取
り
組
み
と
言
え
る
も
の
で
あ
䣬
た
䣎 

第
二
外
科
と
の
難
治
癌
研
究
は
ヒ
ト
膵
癌
培
養
細
胞
株
の
樹
立
に
始
ま

り
䣍
こ
れ
を
用
い
て
血
行
性
転
移
や
腹
膜
播
種
等
の
モ
デ
ル
を
通
し
て
膵
癌

予
後
不
良
因
子
を
制
御
す
る
た
め
の
分
子
生
物
学
的
な
研
究
が
行
わ
れ
た
䣎

加
え
て
䣍
癌
の
免
疫
療
法
䣍
血
管
新
生
阻
害
に
よ
る
抗
腫
瘍
効
果
の
検
討
等
䣍

ヒ
ト
難
治
癌
治
療
を
目
標
と
す
る
基
礎
的
な
研
究
が
進
め
ら
れ
た
䣎
さ
ら
に
䣍

北
大
遺
伝
子
病
制
御
研
究
所
䣍
産
学
連
携
企
業
の
先
駆
け
と
し
て
自
ら
設
立

に
加
わ
䣬
た
株
式
会
社
ジ
䣷
ネ
テ
䣵
䣹
ク
ラ
ボ
の
参
画
を
得
て
䣍
固
形
癌
の

臨
床
病
理
学
的
予
後
因
子
の
解
析
と
癌
組
織
の
網
羅
的
遺
伝
子
発
現
解
析
か

ら
得
ら
れ
た
遺
伝
子
発
現
の
特
徴
を
膨
大
な
症
例
に
つ
い
て
相
関
解
析
し
䣍

予
後
因
子
を
規
定
す
る
遺
伝
子
群
を
プ
ロ
フ
䣴
イ
リ
ン
グ
し
た
䣎 

そ
の
他
䣍
䣓
遺
伝
性
脊
髄
小
脳
変
性
症
の
遺
伝
子
解
析
䣔
䣓
系
統
的
血
管

炎
の
病
態
解
析
䣔
に
加
え
䣍
䣓
移
植
免
疫
䣔
䣓IgA

腎
症
の
抗
原
解
析
䣔
䣓
婦

人
科
腫
瘍
の
解
析
䣔
䣓
大
腿
骨
頭
壊
死
の
研
究
䣔
等
䣍
臨
床
各
科
か
ら
の
大

学
院
生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
取
り
組
ん
だ
研
究
課
題
は
多
岐
に
わ
た
る
䣎

こ
こ
に
病
理
学
教
室
と
し
て
䣍
基
礎
研
究
の
み
に
と
ら
わ
れ
ず
積
極
的
に
臨

床
各
科
と
連
携
し
て
難
治
性
疾
患
の
病
態
の
解
明
を
目
指
し
䣍
疾
病
の
克
服

に
向
け
て
邁
進
す
る
姿
勢
が
見
て
取
れ
る
䣎
ま
た
䣍
吉
木
教
授
は
長
年
に
渡

り
䣍
厚
生
省
特
定
疾
患
難
治
性
血
管
炎
に
関
す
る
調
査
研
究
班
の
病
理
分
科

会
長
䣍
病
因
分
科
会
長
と
し
て
血
管
疾
患
研
究
の
進
展
に
貢
献
し
た
䣎 

教
授
在
任
一
五
年
間
に
主
催
し
た
全
国
学
会
と
し
て
一
九
九
七
年
の
第

二
七
回
日
本
免
疫
学
会
䣍
一
九
九
九
年
の
第
四
三
回
日
本
リ
ウ
マ
チ
学
会
が

あ
䣬
た
䣎
い
ず
れ
も
学
術
的
に
高
い
評
価
を
得
る
に
と
ど
ま
ら
ず
䣍
学
会
参

加
者
へ
の
き
め
細
や
か
な
配
慮
が
行
き
届
い
て
い
た
と
好
評
で
あ
䣬
た
䣎
ま

た
䣍
退
官
直
後
の
二
〇
〇
四
年
に
は
䣍
分
子
細
胞
病
理
学
分
野
の
長
嶋
和
郎

教
授
が
主
催
さ
れ
た
第
九
三
回
日
本
病
理
学
会
に
お
い
て
副
会
長
を
務
め
た
䣎

吉
木
教
授
は
䣍
一
九
九
八
年
に
は
䣓
自
己
免
疫
疾
患
の
病
因
論
的
研
究
䣔
に

対
し
て
䣍
北
海
道
医
師
会
賞
・
北
海
道
知
事
賞
䣍
二
〇
〇
一
年
に
は
長
年
に

渡
る
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
研
究
へ
の
寄
与
と
学
会
へ
の
貢
献
に
対
し
て
䣍
国
際

レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
学
会
よ
りA

rw
ind D

iw
an

賞
䣍
二
〇
〇
五
年
に
は
北
海
道

科
学
技
術
賞
を
受
賞
し
て
い
る
䣎 

武
田
教
授
に
よ
り
興
さ
れ
た
䣓
病
理
学
総
論
・
各
論
䣔
は
䣍
菊
地
浩
吉
札

幌
医
科
大
学
教
授
と
と
も
に
吉
木
教
授
が
編
纂
責
任
者
と
な
り
䣍
一
九
九
三

年
に
䣓
新
病
理
学
総
論	
 

第
一
五
版
䣔
が
発
刊
さ
れ
䣍
さ
ら
に
一
九
九
八
年

に
第
一
六
版
に
改
訂
さ
れ
た
䣎
䣓
新
病
理
学
総
論
䣔
は
䣍
二
〇
〇
四
年
に
は
䣍

書
名
と
装
い
を
新
た
に
䣍
編
者
と
し
て
佐
藤
昇
志
札
幌
医
科
大
学
教
授
䣍
石

倉
浩
千
葉
大
学
教
授
を
加
え
て
䣓
病
態
病
理
学	
 

第
一
七
版
䣔
と
し
て
䣍
世

に
送
り
出
さ
れ
た
䣎
こ
れ
と
対
を
成
す
䣓
新
病
理
学
各
論
䣔
も
ま
た
一
九
九

二
年
に
第
一
一
版
䣍
一
九
九
六
年
に
第
一
二
版
䣍
さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
に
第

一
三
版
と
改
訂
が
重
ね
ら
れ
た
䣎
こ
れ
ら
の
書
籍
は
永
年
に
渡
る
不
断
の
努

力
に
よ
䣬
て
䣍
時
代
を
越
え
䣍
継
ぎ
育
て
ら
れ
て
き
た
名
著
と
言
え
る
䣎 

吉
木
教
授
は
二
〇
〇
〇
年
䣍
国
が
産
学
連
携
事
業
と
し
て
初
め
て
許
可
し

た
国
立
大
学
教
官
の
民
間
企
業
兼
業
第
一
号
と
し
て
䣍
大
学
発
バ
イ
オ
ベ
ン

チ
䣺
䤀
企
業
䣍
株
式
会
社
ジ
䣷
ネ
テ
䣵
䣹
ク
ラ
ボ
の
設
立
に
携
わ
り
䣍
産
学

連
携
に
お
け
る
我
が
国
の
先
駆
者
と
し
て
メ
デ
䣵
ア
で
も
大
き
く
紹
介
さ
れ

た
䣎
さ
ら
に
䣍
吉
木
教
授
は
全
学
の
共
同
研
究
施
設
で
あ
る
先
端
科
学
技
術

共
同
研
究
セ
ン
タ
䤀
の
第
三
代
セ
ン
タ
䤀
長
を
務
め
た
他
䣍
一
九
九
六
年
四

月
よ
り
二
年
間
医
学
部
教
務
主
任
を
䣍
二
〇
〇
一
年
四
月
か
ら
四
年
間
全
学

の
評
議
員
䣍
二
〇
〇
一
年
八
月
よ
り
二
年
間
動
物
実
験
施
設
長
を
兼
務
し
た
䣎 

研
究
へ
の
情
熱
䣍
そ
れ
を
支
え
る
講
座
の
一
体
感
を
生
み
出
す
源
と
な
䣬

た
も
の
の
一
つ
に
䣍
積
極
的
に
行
わ
れ
た
諸
行
事
が
あ
る
䣎
大
学
院
生
が
文

字
通
り
寝
食
を
と
も
に
す
る
通
称
䣓
大
部
屋
䣔
は
䣍
そ
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ

䤀
の
根
源
で
あ
䣬
た
䣎
毎
年
こ
の
大
部
屋
主
催
で
行
わ
れ
る
忘
年
会
は
䣍
こ

こ
が
同
じ
研
究
室
と
会
議
室
で
あ
ろ
う
か
と
目
を
疑
う
ほ
ど
で
䣍
大
掛
か
り

な
物
品
移
動
と
装
飾
で
作
り
出
さ
れ
た
空
間
で
夜
を
徹
し
て
の
宴
が
催
さ
れ

た
䣎
ま
た
䣍
年
に
一
度
の
新
人
歓
迎
を
兼
ね
た
教
室
旅
行
で
は
䣍
バ
ス
一
台

を
借
り
切
り
䣍
乗
車
と
と
も
に
宴
会
が
始
ま
り
䣍
そ
れ
は
目
的
地
で
も
未
明

ま
で
続
い
た
䣎
夏
に
は
䣍
同
門
を
集
め
て
ビ
ア
パ
䤀
テ
䣵
䤀
が
雨
風
に
も
負

け
ず
に
催
さ
れ
䣍
親
睦
を
深
め
る
の
が
恒
例
で
あ
䣬
た
䣎
そ
の
際
䣍
医
学
部

玄
関
前
の
今
初
代
教
授
の
胸
像
を
清
拭
し
䣍
そ
の
前
で
集
合
写
真
に
収
ま
る

と
い
う
の
が
も
う
一
つ
の
恒
例
で
あ
䣬
た
䣎
ま
た
䣍
一
九
九
九
年
ま
で
行
わ

れ
た
医
学
部
野
球
大
会
の
常
連
で
䣍
チ
䤀
ム
䣓C

razy rats

䣔
は
無
類
の
強
さ

を
誇
り
䣍
こ
の
間
に
優
勝
三
回
䣍
準
優
勝
一
回
を
記
録
し
た
䣎
こ
の
よ
う
に

研
究
と
日
々
の
業
務
の
み
な
ら
ず
䣍
諸
行
事
に
も
全
力
を
注
ぐ
姿
勢
こ
そ
が

吉
木
病
理
の
伝
統
で
あ
䣬
た
䣎 

外
科
病
理
も
ま
た
䣍
講
座
の
重
要
な
研
究
䣍
研
鑽
の
場
で
あ
り
䣍
常
勤
病

理
医
を
持
た
な
い
道
内
の
病
院
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
年
間
二
〇
〇
〇
䣢
二

五
〇
〇
件
程
の
病
理
診
断
に
携
わ
䣬
て
い
た
䣎
ま
た
䣍
病
理
解
剖
は
北
大
病

院
の
症
例
を
第
二
病
理
と
半
分
ず
つ
分
担
し
䣍
第
一
病
理
は
毎
年
三
〇
䣢
三



五
症
例
を
担
当
し
た
䣎
こ
れ
に
加
え
て
大
学
病
院
以
外
の
施
設
か
ら
の
依
頼

に
も
応
え
て
䣍
年
間
五
〇
䣢
六
〇
例
の
剖
検
に
携
わ
り
䣍
随
時C

PC

䥹
剖
検

症
例
臨
床
病
理
検
討
会
䥺
を
開
催
し
た
䣎 

病
理
学
は
人
体
䣍
生
命
の
基
礎
を
学
び
䣍
こ
れ
か
ら
臨
床
教
育
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
医
学
生
に
䣍
疾
病
の
病
態
を
知
る
こ
と
と
病
因
を
探
求
す
る
こ

と
の
大
切
さ
と
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
る
の
が
使
命
で
あ
る
と
い
う
信
念
の
も

と
䣍
教
育
に
も
力
が
注
が
れ
た
䣎
病
理
学
総
論
・
各
論
の
講
義
で
は
講
座
ス

タ
䣹
フ
に
加
え
䣍
最
新
の
研
究
や
知
見
を
語
る
に
相
応
し
い
外
来
講
師
を
招

き
質
の
高
い
教
育
を
提
供
し
䣍
病
理
学
実
習
で
は
組
織
形
態
学
を
通
し
て
疾

患
を
理
解
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
生
に
伝
え
る
こ
と
に
専
心
し
た
䣎
中
で

も
吉
木
教
授
時
代
に
始
め
ら
れ
た
統
合
病
態
演
習
や
基
礎
研
究
実
習
は
䣍
病

理
解
剖
症
例
を
用
い
て
学
生
自
身
が
病
理
組
織
学
的
な
検
索
か
ら
病
態
の
理

解
䣍
学
術
的
な
考
察
を
加
え
て
の
症
例
提
示
と
討
論
を
行
う
も
の
で
䣍
学
生

の
満
足
度
・
評
価
は
極
め
て
高
か
䣬
た
䣎 

一
九
九
八
年
に
は
脇
坂
助
教
授
が
北
海
道
血
液
セ
ン
タ
䤀
千
歳
血
漿
分

画
セ
ン
タ
䤀
副
所
長
と
し
て
䣍
翌
年
に
は
石
倉
助
教
授
が
千
葉
大
学
医
学
部

病
態
病
理
学
講
座
教
授
と
し
て
転
出
し
た
䣎
続
い
て
一
九
九
八
年
に
採
用
さ

れ
た
柴
田
雅
彦
助
手
䥹
筑
波
大
卒
䥺
が
二
〇
〇
〇
年
に
北
大
皮
膚
科
へ
異
動

し
䣍
こ
れ
に
伴
䣬
て
池
田
仁
助
教
授
䣍
高
橋
利
幸
講
師
䥹
北
大
五
九
期
䥺
䣍

石
津
明
洋
助
手
䥹
北
大
六
六
期
䥺
の
新
体
制
が
ス
タ
䤀
ト
䣍
そ
の
後
二
〇
〇

三
年
四
月
に
高
橋
講
師
が
北
海
道
消
化
器
科
病
院
に
病
理
部
門
が
新
設
さ
れ

た
の
に
伴
い
転
出
し
䣍
外
丸
詩
野
助
手
䥹
北
大
六
九
期
䥺
が
加
わ
䣬
た
䣎
そ

の
後
䣍
吉
木
教
授
退
官
と
期
を
同
じ
く
し
て
䣍
池
田
助
教
授
が
函
館
中
央
病

院
病
理
検
査
科
に
転
出
し
て
い
る
䣎 

吉
木
病
理
で
研
鑽
し
た
大
学
院
生
及
び
研
究
生
は
八
四
名
䣍
学
位
取
得
者

は
六
〇
名
を
数
え
る
䣎
吉
木
教
授
就
任
か
ら
二
〇
年
が
経
過
し
た
二
〇
〇
九

年
九
月
現
在
䣍
門
下
生
か
ら
䣍
山
崎
英
俊
䥹
三
重
大
学
ゲ
ノ
ム
再
生
医
学
䥺
䣍

石
津
明
洋
䥹
北
大
大
学
院
保
健
科
学
院
病
態
解
析
学
䥺
の
二
名
の
教
授
䣍
石

黒
信
久
䥹
北
大
病
院
感
染
管
理
部
䥺
䣍
岸
本
充
䥹
千
葉
大
学
病
態
病
理
学
䥺
䣍

古
屋
充
子
䥹
横
浜
市
立
大
学
分
子
病
理
学
䥺
の
三
名
の
准
教
授
を
輩
出
し
て

い
る
䣎
そ
の
他
に
も
多
く
の
門
下
生
が
研
究
施
設
や
基
幹
病
院
の
病
理
を
始

め
と
す
る
臨
床
科
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
る
䣎
こ
の
う
ち
研
究
及
び
外
科
病

理
に
関
係
す
る
者
と
し
て
䣍
桜
井
宏
治
䥹
旭
川
厚
生
病
院
䥺
䣍
高
橋
利
幸
䥹
北

海
道
消
化
器
科
病
院
䥺
䣍
大
矢
宰
䥹
ゼ
リ
ア
製
薬
䥺
䣍
菊
地
和
徳
䥹
筑
波
メ

デ
䣵
カ
ル
セ
ン
タ
䤀
䥺
䣍
頼
玉
熔
䥹
米Pfizer

社
䥺
䣍
高
木
芳
武
䥹
ジ
䣷
ネ

テ
䣵
䣹
ク
ラ
ボ
䥺
䣍
小
川
弥
生
䥹
北
海
道
腎
病
理
セ
ン
タ
䤀
䥺
䣍
田
中
敏
䥹
札

幌
医
科
大
学
第
二
病
理
䥺
䣍
鈴
木
昭
䥹K

K
R

札
幌
医
療
セ
ン
タ
䤀
䥺
䣍
辻
隆

裕
䥹
国
立
感
染
研
䥺
䣍
武
田
広
子
䥹
北
海
道
が
ん
セ
ン
タ
䤀
䥺
䣍
伊
藤
僚
子

䥹
京
都
大
学
病
院
䥺
及
び
現
在
䣍
分
子
病
理
学
分
野
に
在
任
す
る
外
丸
詩
野

講
師
䣍
富
居
一
範
助
教
䣍
大
塚
紀
幸
助
教
が
挙
げ
ら
れ
る
䣎
ま
た
䣍
吉
木
病

理
で
研
鑽
を
積
み
病
理
専
門
医
を
取
得
し
た
者
は
䣍
二
〇
〇
九
年
九
月
現
在

ま
で
に
一
六
名
を
数
え
る
䣎 

吉
木
教
授
は
䣍
二
〇
〇
四
年
三
月
三
日
に
最
終
講
義
を
行
い
䣍
一
五
年
を

締
め
括
䣬
た
䣎
そ
の
三
月
末
を
も
䣬
て
国
立
大
学
が
法
人
化
さ
れ
た
こ
と
か

ら
䣍
ま
さ
に
最
後
の
䣓
退
官
教
授
䣔
と
な
䣬
た
䣎 

 

四
劣
二
一
世
紀
の
分
子
病
理
卓
笠
原
教
授
時
代
协
二
〇
〇
四
年
卛
卐	
 

	
 

 	
 

二
〇
〇
四
年
四
月
一
日
に
䣍
明
治
以
来
の
国
立
大
学
制
度
が
大
改
革
さ
れ
䣍

北
大
は
国
立
大
学
法
人
と
な
䣬
た
䣎
同
時
に
䣍
卒
後
臨
床
研
修
制
度
が
導
入

さ
れ
䣍
臨
床
医
を
目
指
す
医
学
部
卒
業
生
は
二
年
間
の
臨
床
研
修
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
䣬
た
䣎
同
年
一
〇
月
一
日
に
は
䣍
第
五
代
教
授
と
し
て

笠
原
正
典
教
授
䥹
北
大
五
六
期
䥺
が
就
任
し
䣍
二
〇
〇
四
年
は
分
子
病
理
学

分
野
に
と
䣬
て
も
新
し
い
出
発
の
年
と
な
䣬
た
䣎
笠
原
教
授
は
相
沢
教
授
の

下
で
大
学
院
博
士
課
程
を
修
了
し
た
後
䣍
西
独
マ
䣹
ク
ス
プ
ラ
ン
ク
生
物
学

研
究
所
䣍
米
国
マ
イ
ア
ミ
大
学
医
学
部
に
留
学
し
て
䣍M

H
C

の
免
疫
遺
伝

学
を
専
攻
し
た
䣎
北
大
医
学
部
助
教
授
䣍
総
合
研
究
大
学
院
大
学
教
授
を
経

て
䣍
分
子
病
理
学
分
野
の
教
授
に
就
任
し
た
䣎 

	
 

教
室
の
主
要
な
研
究
目
標
は
䣓
免
疫
学
的
機
序
が
関
与
す
る
疾
患
䥹
自
己

免
疫
疾
患
䣍
炎
症
性
疾
患
䣍
癌
䥺
の
理
解
と
そ
の
克
服
䣔
で
あ
り
䣍
二
つ
の

流
れ
の
研
究
が
行
な
わ
れ
て
い
る
䣎
一
つ
は
相
沢
教
授
以
来
の
伝
統
で
あ
り
䣍

笠
原
教
授
の
専
門
で
あ
るM

H
C

研
究
と
䣍
吉
木
教
授
時
代
の
自
己
免
疫
疾

患
研
究
を
融
合
・
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
䣎
こ
れ
に
属
す
る
も
の
と
し
て

は
䣍
一
䣍
ウ
イ
ル
ス
感
染
や
癌
化
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
䣬
て
発
現
が
誘
導

さ
れ
るM

H
C

分
子
に
関
す
る
研
究
䣍
二
䣍M

H
C

分
子
に
よ
る
抗
原
提
示
の

分
子
機
構
に
関
す
る
研
究
䣍
三
䣍
胸
腺
に
特
異
的
に
発
現
さ
れ
る
プ
ロ
テ
ア

ソ
䤀
ム
の
Ｔ
細
胞
分
化
に
お
け
る
役
割
の
解
析
䣍
四
䣍
ナ
チ
䣻
ラ
ル
キ
ラ
䤀

細
胞
やγδ T

細
胞
に
よ
る
免
疫
監
視
機
構
の
研
究
䣍
五
䣍
自
己
免
疫
疾
患
の

分
子
機
序
に
関
す
る
研
究
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
䣎
も
う
一
つ
の
流
れ
は
䣍
笠

原
教
授
が
長
年
に
わ
た
䣬
て
行
䣬
て
き
た
免
疫
系
の
系
統
発
生
に
関
す
る
研

究
か
ら
派
生
・
発
展
し
た
も
の
で
䣍
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
に
替
わ
る
抗
体
試
薬

の
開
発
を
行
䣬
て
い
る
䣎
特
に
䣍
従
来
の
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
抗
体
で
は
検
出

が
容
易
で
な
い
糖
鎖
腫
瘍
抗
原
の
同
定
に
重
点
を
お
き
䣍
難
治
性
癌
の
早
期

診
断
に
役
立
つ
抗
体
試
薬
の
開
発
を
目
指
し
て
い
る
䣎
臨
床
各
科
と
の
共
同

研
究
も
盛
ん
で
あ
り
䣍
潰
瘍
性
大
腸
炎
䣍
ケ
ロ
イ
ド
䣍
強
皮
症
等
の
免
疫
病

理
に
関
す
る
研
究
を
は
じ
め
と
し
て
䣍
多
岐
に
わ
た
る
臨
床
・
外
科
病
理
学

研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
䣎 

	
 

二
〇
〇
五
年
春
に
は
䣍
分
子
細
胞
病
理
学
分
野
の
長
嶋
和
郎
教
授
が
定
年

に
よ
り
退
職
さ
れ
䣍
笠
原
教
授
は
同
分
野
を
兼
担
す
る
と
と
も
に
䣍
北
大
病

院
病
理
部
長
を
兼
任
す
る
こ
と
に
な
䣬
た
䣎
二
〇
〇
五
年
秋
に
は
北
大
に
お

け
る
病
理
学
教
育
・
研
究
・
診
療
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
教
授
会
で
の
論

議
が
始
ま
り
䣍
病
院
病
理
部
に
専
任
の
部
長
職
が
措
か
れ
る
こ
と
に
な
䣬
た
䣎

二
〇
〇
七
年
四
月
に
䣍
相
沢
病
理
出
身
の
松
野
吉
宏
先
生
が
国
立
が
ん
セ
ン

タ
䤀
か
ら
赴
任
䣍
初
代
の
専
任
病
理
部
長
䣍
病
理
部
教
授
に
就
任
し
た
䣎
研

究
科
病
理
は
医
学
研
究
科
に
お
け
る
教
育
と
研
究
に
対
し
て
䣍
病
院
病
理
は

北
大
病
院
に
お
け
る
診
療
に
責
任
を
も
ち
䣍
両
者
は
と
も
に
病
理
学
講
座
に

属
し
䣍
人
体
病
理
学
の
基
盤
を
共
有
し
緊
密
に
連
携
協
力
し
て
䣍
病
理
学
の

発
展
䣍
人
材
養
成
に
尽
く
す
こ
と
に
な
䣬
た
䣎
ま
た
䣍
研
究
科
病
理
は
二
分

野
体
制
を
維
持
し
䣍
病
理
学
研
究
の
多
様
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
䣬
た
䣎 

	
 

二
〇
〇
八
年
夏
に
は
䣍
待
ち
望
ん
で
い
た
中
研
究
棟
の
改
修
工
事
が
始
ま

り
䣍
分
子
病
理
学
分
野
は
管
理
棟
二
階
に
仮
移
転
䣍
二
〇
〇
九
年
四
月
に
は
䣍

新
装
な
䣬
た
研
究
棟
に
戻
䣬
た
䣎
研
究
科
病
理
内
で
の
協
力
体
制
を
強
化
す

る
た
め
䣍
改
修
前
に
は
各
分
野
で
も
䣬
て
い
た
病
理
標
本
作
製
室
を
研
究
科

二
分
野
が
共
有
し
䣍C

PC

室
も
両
分
野
で
共
有
す
る
こ
と
に
な
䣬
た
䣎 

	
 

笠
原
教
授
が
着
任
時
の
教
員
は
䣍
石
津
明
洋
講
師
䣍
外
丸
詩
野
助
手
䣍
鈴

木
昭
助
手
䥹
北
大
七
五
期
䥺
で
あ
䣬
た
が
䣍
二
〇
〇
四
年
一
一
月
に
は
外
丸

助
手
が
講
師
に
昇
任
䣍
二
〇
〇
五
年
四
月
に
は
石
津
講
師
が
北
大
医
学
部
保

健
学
科
助
教
授
と
し
て
転
出
し
た
䣎
二
〇
〇
六
年
一
月
に
は
富
居
一
範
助
手

䥹
北
大
七
二
期
䣍
二
〇
〇
七
年
助
教
䥺
が
着
任
䣍
同
年
一
一
月
鈴
木
助
手
が

K
K

R

札
幌
医
療
セ
ン
タ
䤀
病
理
科
に
転
出
し
䣍
そ
の
後
任
と
し
て
同
年
同
月
䣍

大
塚
紀
幸
助
手
䥹
北
大
七
五
期
䣍
二
〇
〇
七
年
助
教
䥺
が
着
任
し
た
䣎
二
〇

〇
八
年
二
月
に
は
䣍
一
三
年
間
䣍
標
本
作
製
業
務
を
担
当
し
た
舘
山
雅
代
技

官
・
技
術
職
員
が
退
職
し
た
䣎 

	
 

過
去
四
〇
年
は
䣍
医
学
䣍
生
命
科
学
が
爆
発
的
な
進
歩
を
遂
げ
た
時
代
で

あ
䣬
た
䣎
病
理
学
も
例
外
で
は
な
く
䣍
そ
の
内
容
は
大
き
く
変
貌
し
た
䣎
し

か
し
䣍
病
理
解
剖
䣍
病
理
診
断
を
基
盤
と
し
て
問
題
を
見
い
出
し
䣍
そ
れ
を

時
代
の
最
先
端
の
実
験
手
法
を
用
い
て
解
決
し
䣍
病
気
の
理
の
理
解
に
資
す

る
と
い
う
病
理
学
本
来
の
姿
は
普
遍
で
あ
り
䣍
今
後
も
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ

う
䣎
ま
た
䣍
医
学
の
細
分
化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
䣍
専
門
的
知
識
と
と
も
に
䣍

疾
患
を
総
合
的
䣍
俯
瞰
的
に
捉
え
る
視
点
を
も
䣬
た
病
理
学
者
䣍
病
理
医
に

対
す
る
期
待
は
大
き
く
な
䣬
て
い
く
だ
ろ
う
䣎
教
室
員
一
同
䣍
今
教
授
以
来

の
栄
え
あ
る
伝
統
を
大
切
に
し
つ
つ
䣍
新
し
い
時
代
の
課
題
に
積
極
果
敢
に

挑
戦
し
䣍
病
理
学
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
念
願
し
て
い
る
䣎
䥹
文
責	
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